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概要 

CEASは日本の授業に適応すべく開発された純国産 LMSである．一部の大学研究室や導
入大学によって，長年開発が継続されてきた．CEASのソースコードは公開しており，より
オープンに開発や利用が進むよう採用するライセンスについて検討した．また，一方で大

学における LMSの普及に伴い，WebAPIや LTIなどによる他のシステムとの連携へのニー
ズも大きくなっている．CEAS においても新たな技術に対応すべく新しいアーキテクチャ
の検討も行い，OpenCEAS では，Ruby on Railsによるモダナイゼーションを実施している．
本論文では，今後オープンソース化に向けてのライセンスの検討と開発について述べる。 

 
 

1. はじめに 

	 大学の教育改革の一環として補助金事業など

の後押しもあり，国内大学の LMS の導入状況
は，年々増加している．平成 27 年度に大学
ICT推進協議会(AXIES)の ICT活用調査部会が
行った「高等教育機関等における ICT 利活用
教育の推進に関する調査研究」の報告によると

LMS の導入率は，国立大学 89.9%，公立大学
50.0%，私立大学 63.2%であり，多くの大学の
授業で活用されている[1]．LMS には，Moodle
に代表される OSS や商用パッケージ製品，ま
た，大学独自開発システムなどが採用され，運

用されている．本学では，日本の大学における

「授業と学習（予習・復習）のサイクル形成」

の統合的支援を目的として開発された授業支援

型 eラーニングシステム CEASをこれまで利用
してきており，開発も行っている[2]．本稿では，
CEAS の持つ授業支援に関する特徴を継承した
OpenCEASの開発について述べる． 

2. MITライセンス採用の経緯 

1.1. オープンソース化の目的 

	 当初より CEASは，日本の授業に特化した開
発を行っており，例えば，授業科目は最初から

15回に分けて作成され，ユーザインターフェー
スにおいても授業前，授業中，授業後および常

時の利用される段階に応じて機能がまとまって

いるなど利用者の視点に立った開発の工夫をし

ている．一方で，導入する大学によっては，独

自に機能追加，削除を行いたい場合や画面に表



示するラベルやメッセージを変更したいとの要

望があることも勘案し，これまでの CEAS は，
オープンソースとして公開していたものの，利

用に関するライセンスが明確でなかったために

カスタマイズしての利用の実績はほとんどない．

そこで OpenCEASでは，将来，完成したシステ
ムのソースコードをオープンソースにすること

でシステムが広く普及することを目指している． 
ソースコードをフリーで公開し，MITライセン
スを採用することで，利用する大学は，各大学

に必要な機能の追加やデザイン変更などのカス

タマイズが可能となる．また，特定の事業者に

依存せずに開発が可能となり，日本の大学にお

けるニーズを満たすことが可能となる． 

1.2. オープンソースライセンスの検討 

	 前節でも述べたようにシステムが普及するこ

とを最大の目的としてオープンソース化する予

定である．表 1 にオープンソースの代表的な
LMSとライセンスの一覧を示す．Open Source 
Initiative (OSI)によるオープンソース・ライセ
ンスの定義では，誰でも自由に入手でき，自由

にカスタマイズできること，特定の個人やグル

ープに属さないことなどに配慮したライセンス

を採用することが挙げられており，できるだけ

自由度の高いライセンスを採用することが重要

だと考えた．また，大学の学部学科や全学とい

った単位で導入する場合には，システム導入や

運用保守を業務委託できるサポートベンダーの

協力が不可欠である．そのため，OpenCEASを
ビジネスとして取扱うことの容易さについても

重要なポイントだと考えた． 
 

表 1 LMSと採用ライセンス 

名称 ライセンス 
ビジネスでの

取扱い容易さ 

Moodle GPL v3 △ 

Sakai ECL-2.0 ◯ 

Canvas LMS AGPL v3 ◯ 

3. OpenCEASの開発 

3.1. OpenCEASの開発方針 

	 OpenCEASの開発では，現在本学で利用中の
業務要件，機能要件をそのままに CEASの古い
Javaフレームワークの実装を Ruby on Railsを
使ってRubyで書き直すこと(モダナイゼーショ
ンによるシステム刷新、実装の最新化)を行って
いる．よって，CEAS の授業支援型インターフ
ェースはそのままであり，実運用で磨かれた実

践的な機能仕様を維持しながら，発展的ニーズ

への機能拡張可能な基盤を再構築している． 

3.2. OpenCEASのアーキテクチャ 

	 開発フレームワークに Ruby on Railsを採用
したことで，CEAS と同じ LAMP 構成で稼働
させることが可能である．また，Ruby on Rails
に導入した追加モジュールに対しては，オープ

ンソースのライセンスチェック機能を内蔵して

おり，MITライセンスによる公開に問題になら
ないよう開発に役立てている． 

4. おわりに 

	 現在，OpenCEASは，ベータ版としてユーザテ
ストを実施しており，リリース版の開発完了を目

指しているところである．リリース後は，ユーザ

認証機能や WebAPI，LTI 対応などによる他のシ
ステムとの連携機能の充実を予定している． 
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